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1. はじめに 

本学では、安全衛生管理体制を整備し，全学的な取り組みおよび各事業場（黒髪事業場、本荘・大江事業場、附属病院

事業場、京町事業場）での職場環境に合わせた取り組みを計画、実施し、教職員および学生に対して安全で快適な職場環

境の形成を進めている。筆者が所属している黒髪事業場（図 1）では、平成 21 年 3 月より、職場巡視に対してリスクア

セスメントを導入している。そこで本報告では導入されたリスクアセスメントについての報告を行う。 

2. リスクアセスメントについて 

リスクアセスメントとは、職場（作業場）の潜在的な危険性、有害性を見つけ出し、それらのリスクを見積り、リスク

の除去もしくは低減をするための措置を計画的に実施するための手法である。リスクアセスメントの基本的な手順は図 2

に示すとおりで、導入により得られる効果として以下のことが挙げられる。 

・職場全体の安全衛生におけるリスクに対して共通認識を持つことができる。 

・改善措置をリスクレベルに応じて優先順位を決め、計画的に実施することができる。 

・費用対効果の観点から有効な対策を実施することができる。 

 

3. 職場巡視へのリスクアセスメントの導入 

3.1 リスク見積と評価基準について 

リスクアセスメントを導入するにあたり、職場巡視時に発見したリスクを見積るための評価基準が必要である。図 3
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図 1. 黒髪事業場（黒髪キャンパス）マップ 
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図 2. リスクアセスメントの手順 



は黒髪事業場の安全衛生委員会で作成され、現在、使用しているものである。この評価基準は数ヶ月間の試用期間を経て、

作成されたものである。なお、試用は事業場の専任衛生管理者と工学部技術部所属の選任衛生管理者により実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 リスク評価マニュアルについて 

評価基準の試用時に挙がった問題として、発見されたリスクを複数名で見積り・評価を行った場合、評価者により見積

り・評価が異なることが数多くみられた。事業場では，この問題の解決策として、これまでの職場巡視時に発見されたリ

スクで、評価が異なりやすいく、件数が多いものを対象にリスク評価マニュアル（図 4）を作成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. おわりに 

リスクアセスメントの導入により、事業場内の各作業場に存在する個々のリスクを評価することで、そのリスクの重大

性が明確になり、また、優先順位をつけることで改善を計画的に行うことが可能となる。これにより各作業場の管理者の

方々もリスクに対する認識が高まり、改善に無駄が無く、安全で快適な職場環境の形成が加速することを期待している。 

図 3. リスク見積・評価基準 

図 4. リスク評価マニュアル（一例）


